
 

 

 

 

 

「みんな友達 元気にあいさつ 

笑顔あふれる 第四小」 

第四小学校代表委員会いじめゼロ宣言 

武蔵野市立第四小学校いじめ防止基本方針 

 

武蔵野市立第四小学校は、人権尊重の理念及び「武蔵野市子どもの権利条例」に

基づき、児童が安心して楽しく学校生活が送れるようにいじめ防止等に取り組みま

す。 

 

１ 学校の教育活動全体を通して人権教育を推進し、一人一人の児童に自他を尊重

する精神と多様性を認め合う心を培い、いじめは絶対に許されない行為であるこ

とを十分に認識できる児童を育成します。 

２ 児童のいじめ問題への理解を深め、いじめ問題を自らの問題であると受け止

め、未然防止や解決に向けて、何が正しく何が間違っているのかを自ら考え、主

体的に考え、行動できる力を育みます。 

３ いじめは、どの学校でも起こりうる問題であると認識し、児童が安心して生活

できるよう、学校の内外を問わず、いじめの未然防止、早期発見、迅速で確実な

対応を家庭、地域、関係諸機関と連携して組織的に行います。 
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（１）いじめの定義 

いじめとは、いじめ防止対策推進法第 2 条に示された「児童等に対して、当

該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等を一定の人間関係にある

他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通

じて行われるものを含む。)であって、当該行為の対象となった児童等が心身の

苦痛を感じているもの」をいいます。 

 

（２）いじめの禁止 

いじめ防止対策推進法第 4 条に基づき、「いじめは、人として絶対に許され 

ない行為であり、全ての児童は、いじめを行ってはいけない」ということを指

導します。 

 

（３）人権教育の推進 

日頃から全職員が一丸となって、いじめを絶対に許さないという人権意識を

高めるための指導を道徳の時間を核として、人権教育の全体計画に基づいて推

進し、一人一人に自尊感情をもたせる学級・学年・専科経営に努めます。 

 

（４）教職員の資質の向上 

長期休業中に人権に関する研修会を設けたり、「人権教育プログラム(学校教

育編)」や「いじめ問題に対応できる力を育てるために」を読んだりして、日頃

から教職員の人権意識を磨き、資質を高めていきます。 

 

（５）学校評価 

学校評価においては、年度毎のいじめ問題に対する取組についての項目を設

け、教職員による自己評価を行うとともに、児童や保護者にアンケートによる

評価を実施します。その結果を公表し、次年度の取組に生かします。また、「開

かれた学校づくり協議会」においても、報告や相談を行います。 

 

  

１ 学校の教育活動全体を通して人権教育を推進し、一人一人の児童に自他を尊重

する精神と多様性を認め合う心を培い、いじめは絶対に許されない行為であるこ

とを十分に認識できる児童を育成します。 
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（１）いじめ問題に関する理解 

児童に「いじめは絶対に許されない行為であること」「いじめを認識しなが 

ら放置することはいじめと同じ行為であること」を指導し、未然防止の重要性

が理解できるようにします。 

 

（２）いじめ問題に関する児童の主体的な取組の推進 

いじめをなくすために大切なことを学級ごとに話し合い、代表委員会におい

て「いじめゼロ宣言」を採択し、自治的ないじめ未然防止の運動を展開します。

「あいさつをすればいじめがなくなる」という児童の考え方を生かし、「あいさ

つ運動」の取組を実施することで、いじめを未然防止します。代表委員だけで

なく、各学年・学級が順番に門に立ち「あいさつ運動」を実施します。 

 

（３）インターネットを通じて行われるいじめへの対策 

携帯電話やインターネットの望ましい活用方法を学級指導や教科の学習な 

どで指導するとともに、セーフティ教室を充実させ、携帯電話やインターネッ

ト上で展開されるいじめ等の危険性を理解し、防止に努めることができるよう

促します。 

 

  

２ 児童のいじめ問題への理解を深め、いじめ問題を自らの問題であると受け止

め、未然防止や解決に向けて、何が正しく何が間違っているのかを自ら考え、主

体的に考え、行動できる力を育みます。 
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（１）いじめの未然防止、早期発見のための対応 

いじめはどの児童にも起こりうるという視点で、教職員による日常の行動観

察を行います。毎週金曜日の生活指導全体会で、児童の様子について情報を共

有し、全校一丸となって、未然防止、早期発見に努めます。 

・毎年３回(６月・11 月・２月)にいじめの調査を行い、気になる記述があった

児童全員に聞き取り面接を行い、事実を確認し早急に対応します。 

・毎年３回(６月・11 月・２月)に道徳や学級活動等でいじめ防止に関する授業

を全学級で行い、いじめを決して許さないことを全校で取り組みます。 

・全学年において、年度の前半（7月まで）に「SOSの出し方に関する教育」を

年 1 回以上実施し、困ったときに教職員や関係機関に援助を求める方法を具

体的に指導します。 

・誰にでも相談できることや相談することの大切さを児童に伝えるとともに、

都のスクールカウンセラーや市の派遣相談員による相談体制を充実させ、連

携をとりながら、児童が抱える問題の早期発見、早期解決を図ります。 

・家庭や地域には、児童が発する変化のサインに気付いたら学校に相談するな

ど、いじめ問題の解決には、学校・家庭・地域の連携を深めることが大切で

あることを保護者会、学校便り、学校ホームページ等で伝えていきます。 

 

（２）関係諸機関との連携によるいじめへの迅速な対応 

児童からの相談や、いじめの連絡を受けた場合は、速やかに事実関係を確認

し、「学校いじめ対策委員会」がいじめの解決のための適切な対応方針を決定し、

学校全体で共有して取り組みます。同時に市教育委員会に報告します。 

・いじめがあったと確認した場合は、状況を細かく把握し、いじめを受けた本

人やその保護者には、管理職、複数の教職員、カウンセラーや相談員などが

支援にあたります。必要に応じて、いじめた側やいじめられた側が、教室以

外の場所においても学習できる場を設定します。 

・いじめを行った児童に対する指導と保護者への助言も継続的に行います。 

・当該学級・学年の児童に対して、いじめに関する指導を改めて行います。 

・教育支援センター、子ども家庭支援センター、児童相談所と連携をとり、犯

罪行為に当たる場合は警察にも連絡し、協力して的確な対応を図ります。 

・保護者に対し積極的に情報提供をするとともに、保護者との連携・協力関係

を構築します。 

・必要に応じて、地域の関係諸機関等と情報を共有し、いじめ解決のために連

携して指導や見守りを行います。 

３ いじめは、どの学校でも起こりうる問題であると認識し、児童が安心して生活

できるよう、学校の内外を問わず、いじめの未然防止、早期発見、迅速で確実な

対応を家庭、地域、関係諸機関と連携して組織的に行います。 
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（３）重大事態への対処 

いじめにより児童の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると

認めたり、児童が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いが

あると認めたりする場合は、直ちに市教育委員会に報告し、迅速に「学校いじ

め対策委員会」を開催し、事実関係を明確にするための調査を実施します。 

重大事態発生の報告と調査結果の報告を市教育委員会に行います。前項（２）

の対応を行い、さらに再発防止に向けた取組を検討し、実施します。 

 

（４）学校いじめ対策委員会の設置 

校務分掌に「いじめ防止等対策委員会」を位置付けます。構成は、校長、副

校長、教務主任、生活指導主任、養護教諭、市派遣相談員、都スクールカウン

セラーとします。 

いじめに関する相談やいじめの事実を確認した場合は、事態の状況に応じて

当該学年主任、担任、開かれた学校づくり協議会委員等を加えた組織を設置し

ます。 

 

（５）いじめの解消について 

いじめの解消については、「行為が止んでいること」および「被害児童が心身

の苦痛を感じていないこと」が３か月以上継続していることをもって判断しま

す。 


